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ま え が き 

 

 1990年代半ば以降の長期不況の間に、労働市場は様々な面で変化した。失業率の上昇、非

正社員の増加、賃金の伸び率の停滞、成果主義的処遇の増加などもそうであるが、中でも著

しい変化は労働時間に見られ、近年の労働時間は「二極化」が進行していると言われている。

この間、パートタイム労働者が大幅に増加したことを主因として、正社員・非正社員全体で

見た平均の労働時間は減少傾向にある。しかし他方で、厚生労働省が行った「労働力調査」

（総務省）の特別集計結果によれば、長時間労働者の割合が高まっている。2003年、2004年

では、20歳代後半から40歳代前半層のいわば働き盛りの年齢階層の雇用者では、「週に60時

間以上働いた」と回答する者が軒並み20％を超えている。 

 労働政策研究・研修機構は2005年度、厚生労働省の要請を受け、働き盛りの雇用労働者の

労働時間やその他の労働条件、及び仕事や生活に関する意識や満足度、さらに配偶者との関

係などを総合的に調査した。この報告書はその集計結果をまとめたものである。特に、働き

盛りの年齢階層がどのような現状にあるのかということを多面的に見るために、年齢階層別

の集計を中心にまとめた。 

 本調査報告によって、働き盛りの労働者に関わる様々な問題の所在が見えてくると思われ

る。この報告書が今後の労働行政等に貢献することができるならば、幸いである。 
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